
 
 

令和７年８月定例記者会見 

■日時：８月１日（金） 午後１時３０分 

■場所：４階特別会議室 

 

〇会見項目 

 

《催事等》 

１． 宮古駅前エリア再整備まちづくりセミナー （都市計画課） 

２． 髙田式体育教室「ダイヤモンド・キッズ・カレッジ」 （生涯学習課） 

３． 宮古市総合防災訓練  （危機管理課） 

４． 早稲田大学応援部・応援パフォーマンス「宮古市ふれあい発表会」 （生涯学習課） 

５． 宮古市交流親善大使 台湾ロックバンド 滅火器（Fire EX.）来訪 （企画課） 

 

〇会見内容  

 別紙資料のとおり。 

 

〇記者との質疑 

 

≪催事３．宮古市総合防災訓練≫ 

河北新報 

７月 30日にロシア・カムチャツカ地震による津波警報が発令されたことを受け、訓練内容

を変更する予定はあるか。 

市長 

今回の総合防災訓練は、大雨や火災を想定した内容となっております。例年１１月と３月に津

波避難訓練を実施しているため、今回の総合防災訓練の内容を変更する予定はありません。 

 

岩手日報 

 林野火災を想定した訓練となっているが、今年２月に発生した大船渡山林火災の影響か。 

市長 

大船渡山林火災や、昭和 36年に発生した三陸フェーン大火から今年で 64年が経過する

ことを踏まえつつ、火災を想定した訓練内容となっております。 

 

テレビ岩手 

 訓練内容と場所について、教えてほしい。 

市長 

宮古カントリークラブで防災ヘリの物資輸送訓練、女遊戸地区のフェーン大火記念碑付近で



 
 

林野火災の消火訓練、宿漁港で船舶での物資輸送訓練や救助訓練、崎山中学校で避難所開設

訓練や防災関係機関の資機材展示行います。 

 

≪その他．ロシア・カムチャツカ地震による津波警報への対応について≫ 

読売新聞 

宮古市だけではなく他の自治体でも、避難警報発令中に、避難所から避難者が帰宅するとう

現象が起きたが、市長の受け止めは。 

市長 

帰宅された方が、浸水区域ハザードマップのエリア内の方なのか、それとも心配だから念の

ため避難された方か、という点を把握できておりません。 

 

岩手日報 

20ヶ所を開設した避難所は、全箇所で空調が整備されているか。 

市長 

全箇所で空調が整備されております。学校については、空調の整備されている教室へ避難し

ております。また、不足に備えスポットクーラーを用意し対応しました。 

読売新聞 

スポットクーラーは６箇所に配備されたと聞いているが、もともと配備を想定していたのか。 

市長 

（今年４月に損保ジャパン株式会社岩手支店、トヨタＬ＆Ｆ岩手株式会社と締結した）防災協

定の中で、協力内容としてスポットクーラーの配備がありましたので、今回、緊急的に配備しま

した。 

 

岩手日報 

漁業関係の被害等が懸念されるが、現時点で市として把握していることは。 

市長 

本日から漁協等に対するヒアリング調査を始めております。 

 

岩手日報 

市長として、津波警報への対応を行うのは初めてだったが、市としての対応についての受け

止めは。 

市長 

公共交通の運休を受けて、臨時無料バスを運行し、盛岡方面への移動手段を確保したこと、

陸こうを一時的に開放し、陸こう外側の車両を移動させたことなど、臨機応変に例外的な対応

を行うことができました。それぞれ所管の部分で、課題などをヒアリングしていきたいと考えて

おります。 

 



 資料  

 

令和７年８月 

定例記者会見 
 

日 時 令和７年８月１日（金) 午後１時３０分 

 

場 所 宮古市役所４階特別会議室 

 

《項   目》 

《催事等》 

１． 宮古駅前エリア再整備まちづくりセミナー （都市計画課） 

２． 髙田式体育教室「ダイヤモンド・キッズ・カレッジ」 （生涯学習課） 

３． 宮古市総合防災訓練  （危機管理課） 

４． 早稲田大学応援部・応援パフォーマンス「宮古市ふれあい発表会」 （生涯学習課） 

５． 宮古市交流親善大使 台湾ロックバンド 滅火器（Fire EX.）来訪 （企画課） 
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 令和７年度宮古市総合防災訓練について  

 

１ 日 時 

 令和７年８月２４日(日) 午前８時～午前１０時３０分 

２ 訓練地域 

 対象地域：崎山地区 

 会  場：崎山中学校、宮古カントリークラブ、女遊戸地区（フェーン大火記念碑付近）、 

宿漁港 

３ 主 催 

 宮古市 

４ 内容 

近年の大規模林野火災、昭和３６年５月２９日発生の三陸フェーン大火から６４年が経

過することを踏まえつつ、令和６年能登半島地震等の既往災害及び日本海溝・千島海溝周

辺海溝型地震による被害想定をはじめとした課題に対し、以下の重点項目を中心に各種訓

練を行い、災害時に防災関係機関と住民が協力し、円滑な応急対策活動ができるよう、総

合防災訓練を実施する。 

 

 

 

 

 

◆訓練想定 

・８月２４日午前５時、宮古市内で震度６弱の地震が発生（津波なし）。市は災害対策 

本部を設置し、被害を確認中。 

・盛岡地方気象台は午前５時３０分、宮古市に大雨洪水警報を発表。同６時００分に土砂 

災害警戒情報を発表。 

・市は、崎山地区に対し、警戒レベル４・避難指示を発令。 

・盛岡地方気象台は、６時４０分、岩手県記録的短時間大雨情報第１号を発表。 

・また、落雷により、女遊戸地区の林野で火災が発生し延焼中との 119番通報があった。 

【重点項目】 

●孤立集落対策  防災ヘリコプター、船舶による物資輸送等 

●避難所対策   避難環境の充実、感染症対策、衛生環境の整備（トイレカーの配備） 

●地域連携    自主防災組織等及び住民、生徒、関係機関との連携 
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◆主な訓練内容 

避難・避難広報訓練、物資輸送訓練、避難所開設運営訓練、災害情報発信訓練、情報

収集訓練、火災防御訓練、初期消火訓練、防災資機材等展示訓練 など 

５ 問い合わせ 

   市危機管理監危機管理課防災係（電話 68-9111） 



  

早稲田大学応援部 応援パフォーマンス

主催/宮古市・宮古市教育委員会   お問合せ先/宮古市教育委員会生涯学習課 ℡0193-68-9120 

                 ※9/5 15:30～ 田老防潮堤応援披露 

共催/早稲田大学応援部                   （雨天時：田老第一中学校体育館） 

※9/6 14:30～ 練習一般公開（ｸﾞﾘｰﾝﾋﾟｱ三陸みやこ） 

                       

入場無料・申し込み不要 

会場 宮古市民総合体育館 

午前 10:00～11:00 

日時 令和７年９月６日（土） 

（開場 9:30） 
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宮古市交流親善大使 台湾ロックバンド 滅火器（Fire EX.）の宮古市来訪 

 

１．期 日  令和７年９月１２日（金）～９月１４日（日） 

２．来訪者  滅火器（Fire EX.） 

「Sam（ボーカル）、ORio（ギター）、JC（ベース）、Kg（ドラムス）」 

３．目 的  ・宮古市交流親善大使委任セレモニーへの出席（9/13（土）） 

     ・宮古秋まつり手踊りパレードへの参加（9/13（土）） 

     ・宮古市交流親善大使就任記念特別無料ライブの実施（9/12（土）） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【滅火器（Fire EX.）】 

・台湾南部・高雄出身の４人が平成 12 年（2000 年）に結成したロックバンド。

平成 27年（2015年）、台湾の音楽賞で最優秀歌曲賞を受賞。 

・平成 24年、東日本大震災からの復興に向け、東北ライブハウス大作戦に参加。

以降、宮古市で撮影した MVや復興応援ソング、日台友情テーマの「希望の明

日」を発表。 

・日台友好親善への貢献が評価され、「令和３年度外務大臣表彰」を受賞。 

 

【宮古市と Fire EX. （滅火器）の主なつながり】 

・平成 28年２月：日本政府観光局（JNTO）の東北プロモ―ション活動において、

宮古市などで PR動画を撮影。山本正德前宮古市長を表敬。 

・平成 29年３月：ネスレ日本が支援する草野球チーム「三陸鉄道キットドリー 

ムス」が台湾を訪問。日台野球交流を実施 

・平成 29年５月：Fire EX.が宮古市を再訪。 

・平成 29年６月：音楽野外フェス・パワーストック（田老野球場）に出演。 

・令和６年９月：宮古市の復興、再会ドキュメント撮影、ライブ出演のため来宮。 

・令和６年 12月：日本台湾交流協会台北事務所で、宮古市交流親善大使に就任。 

問い合わせ 

宮古市企画部次世代交流推進室  

TEL:0193-77-5021（直通） 

写真左から 

JC（ベース）、Kg（ドラムス）、ORio（ギター） 

Sam（ボーカル） 

 

 

【宮古市交流親善大使】 

宮古市との交流を継続し、相互の活動を協力し合う 

ことを目的に、宮古市第１号として、令和６年 12月 

に滅火器（Fire EX.）に委嘱した。 



　資料_催事５　


